
 

令和３年度 第４回岡山市都市・消防政策審議会 

 

と き 令和４年２月７日（月） １４：００～１５：４６ 

ところ 岡山市勤労者福祉センター ５階 第３中会議室 

出席者委員 元家副会長、勝矢委員、齋藤（美）委員、嶋田委員、田邉委員、 

八百板委員 

 

岡山市 林都市整備局長、平澤都市・交通・公園担当局長、中西都市整備局次長、 

桐野都市整備局参事監、是友交通政策課長、戸田住宅課長、 

事務局：都市企画総務課 

 

 

○議 事 

 岡山市バリアフリー基本計画の策定について 

   標記の件について、資料を基に説明。 

  〇意見等 

  （意見）生活関連施設に位置づけられている旅客施設としてバス停が挙げられて

いるが、手広く対象としすぎている印象を受ける。バリアフリー法の旅

客施設の定義においても、バス停は含まれていないと思う。 

    （回答）バリアフリー法の旅客施設としての定義にバス停は含まれていないが、

市としてバス停のバリアフリー化を進める必要があると考えており、基

本計画では１日１００人以上の比較的利用の多いバス停を生活関連施設

に位置づけている。 

 

（意見）民間の駐車場は生活関連施設に位置づけないのか。 

（回答）民間の駐車場は非常に数が多く生活関連施設に位置づけていない。まず

は市営駐車場のみを生活関連施設に位置づけ、模範となる取組を示しな

がら、将来的には民間駐車場にも順次対象を広げていくことを検討す

る。 

 

（意見）基本計画の図１－２について、国や県の法や条例は、市基本計画の関連

計画であるような印象を受けるが、上位計画の位置づけではないのか。 

（回答）基本計画の上位計画は、市政の基本指針を示した岡山市第六次総合計画

や岡山市ユニバーサルデザイン・共生社会推進基本方針であるが、これ

らの上位計画においても、国や県の法や条例を踏まえた計画であること

から、図のような位置関係としている。 

 

（意見）心のバリアフリー等のソフト施策についての力を入れてはどうか。 

（回答）ソフト施策は、基本計画５－９４ページに特定事業として記載してい

る。また、市で実施している心のバリアフリーや情報のバリアフリーに

関する事業を６章に記載しており、これらの事業を推進していきたいと

考えている。 

 

〇審議結果 岡山市バリフリー基本計画の策定について、了承とする。 

 

 

○議 事 

 岡山市自転車活用推進計画の策定について 

   標記の件について、資料を基に説明。 

〇意見等 



 

 （意見）自転車通行空間の整備状況について、整備形態（資料１ P.30）が分

かるように記載してはどうか。 

（回答）今後整備する路線については、整備形態が決まっていないため記載で

きないが、整備済みの路線については、整備形態ごとに整備状況図

（資料１ P.32）に記載する。 
 

（意見）自転車関係事故の削減のため、可能であれば自動車ドライバーに対す

る安全教育にも取り組んでもらいたい。 

（回答）本計画は自転車に関する計画のため、自動車ドライバーに対する安全

教育について具体的には記載しないが、今後も引き続き関係機関と連

携し、自転車の通行ルール等について周知を図るなど、自転車関係事

故の削減に取り組む。 

 

（意見）全体的に写真や図表が多く、分かりやすい計画となっているが、各施

策にある情報提供の項目について、これから取り組むことなのか、既

に発信している情報なのか分かりにくい。既に発信している情報であ

れば、配布場所や２次元コードを記載するなどの工夫をしてはどう

か。 

（回答）ホームページなどで既に発信している情報等については、ＵＲＬや２

次元コードを明示するなどについて検討する。 

 

（意見）ＷＥＢアンケートは、各世帯の世帯主に対して行ったのか。 

（回答）ＷＥＢアンケートは、岡山市内在住の方に回答してもらっており、世

帯主に限定はしていない。 

 

（意見）郊外スポット部の生活道路等において、ゾーン３０などの各種施策と

連携した自転車通行空間の整備に取り組んではどうか。 

（回答）必要に応じて他施策と連携するなど、関係機関と連携し、自転車通行

空間の効果的な整備に取り組む。 

 

〇審議結果 岡山市自転車活用推進計画の策定について、了承とする。 

 

 

○議 事 

 さくら住座再生事業の事後評価について 

   標記の件について、資料を基に説明。 

〇意見等 

 （意見）１号棟と２号棟の間にある広場について、もう少し緑がある空間にな

ったほうがよかったと思うが、土であるのは何か理由があるのか。 

（回答）広場には芝生を植えており、また、防災かまどベンチを設置するな

ど、住民の方と近隣の方のコミュニティ形成につながるようなスペー

スとなっている。 
 

〇審議結果 さくら住座再生事業の事後評価について、了承とする。 

 

 

○議 事 

 岡山市住生活基本計画の改定について 

   標記の件について、資料を基に説明。 

〇意見等 



 

 （意見）[3.3(1)構造] 

「木造」と「防火木造」について、区分が分かり難いので、注釈を記

載してはどうか。 

（回答）区分が分かるよう注釈を記載する。 

 
〇審議結果 岡山市住生活基本計画の改定について、了承とする。 

 

 

（以下余白） 


